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２
０
２
６
年（
令
和
８
年
）の

新
春
を
迎
え
、謹
ん
で
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

学
校
法
人
群
馬
育
英
学
園
は
、

１
９
６
３
年（
昭
和
38
年
）に
開

校
し
た
前
橋
育
英
高
等
学
校
、

今
年
で
開
学
９
年
目
を
迎
え
る

育
英
大
学
、そ
し
て
１
９
７
０

年
に
前
橋
保
育
専
門
学
校
と
し

て
開
校
し
、そ
の
後
改
組
し
て

保
育
学
科
と
現
代
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
で
構
成
さ
れ

る
育
英
短
期
大
学
の
３
校
を
設

置
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

系
列
学
園
と
し
て
学
校
法
人
群

馬
英
数
学
舘
、育
英
メ
デ
ィ
カ

ル
専
門
学
校（
鍼
灸
学
科
・
柔
道

整
復
学
科
）、学
校
法
人
中
村
学

園
（
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も

園
大
利
根
育
英
幼
稚
園
・
朝
日

が
丘
こ
ど
も
園
）が
あ
り
ま
す
。

　

育
英
大
学
は
４
月
よ
り
教
育

学
部
の
定
員
を
こ
れ
ま
で
の
１

５
０
名（
児
童
教
育
専
攻
50
名
、

ス
ポ
ー
ツ
教
育
専
攻
１
０
０

名
）か
ら
、児
童
教
育
専
攻
50
名
、

ス
ポ
ー
ツ
教
育
専
攻
１
３
０

名
、新
設
の
英
語
教
育
専
攻

20
名
の
合
計
２
０
０
名
へ
と

増
員
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
前
橋
育
英
高

等
学
校
男
子
・
女
子
サ
ッ

カ
ー
部
の
全
国
大
会
出
場
支

援
お
よ
び
応
援
支
援
の
募
金

に
際
し
ま
し
て
は
、学
園
協

力
会
・
協
力
企
業
・
高
校
後
援

会
・
保
護
者
会
・
同
窓
会
・
退

職
者
の
会
・
学
園
教
職
員
ほ

か
、多
く
の
皆
様
よ
り
ご
協

力
を
賜
り
、心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

第
１
０
４
回
全
国
高
校

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
で
は
、初

戦
と
な
る
２
回
戦
で
神
戸
弘

陵
学
園
に
１-

２
で
惜
敗
し

ま
し
た
が
、選
手
・
ス
タ
ッ
フ

と
も
に
連
覇
へ
の
期
待
と
い

う
大
き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の

中
、本
当
に
よ
く
健
闘
し
て

く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、第
34

回
全
日
本
高
等
学
校
女
子

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
で
は
、

初
戦
の
高
知
高
校
戦
が
１-

１
か
ら
Ｐ
Ｋ
戦
に
も
つ
れ
込

み
、６-

５
で
敗
退
い
た
し
ま

し
た
。
男
子
・
女
子
と
も
に
１
、

２
年
生
は
こ
の
悔
し
さ
を
糧

と
し
、来
年
こ
そ
男
女
そ
ろ
っ

て
全
国
制
覇
を
目
指
し
て
努

力
し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、報
道
に
も
あ
り
ま
し

た
よ
う
に
、前
橋
育
英
高
校
男

子
サ
ッ
カ
ー
部
の
山
田
耕
介

監
督
が
２
月
１
日
付
で
Ｊ
３
・

ザ
ス
パ
群
馬
の
ゼ
ネ
ラ
ル
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
就
任
い
た
し

ま
す
。
８
月
ま
で
は
前
橋
育

英
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
の
指
揮

を
執
り
、９
月
以
降
は
総
監
督

と
し
て
チ
ー
ム
に
関
わ
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

育
英
大
学
、育
英
短
期
大
学
、

前
橋
育
英
高
等
学
校
と
も
に
、

今
後
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増

す
少
子
化
社
会
の
中
に
あ
っ

て
、一
層
の
改
革
と
進
化
を
遂

げ
、地
域
社
会
お
よ
び
全
国
か

ら
評
価
さ
れ
る
学
園
を
目
指

し
て
邁
進
す
る
所
存
で
す
。

今
後
と
も
、関
係
各
位
の
皆
様

の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
挨
拶

群
馬
育
英
学
園

理
事
長

中
村
義
寛



学生生徒等納付金収入 1,691,020,000 1,673,740,600 17,279,400
手数料収入 51,642,000 53,635,700 ▲ 1,993,700
寄付金収入 76,283,000 76,622,772 ▲ 339,772
補助金収入 739,334,000 715,800,495 23,533,505
資産売却収入 0 200,000 ▲ 200,000
付随事業・収益事業収入 88,376,000 112,804,650 ▲ 24,428,650
受取利息・配当金収入 87,000 451,170 ▲ 364,170
雑収入 107,708,000 127,882,188 ▲ 20,174,188
借入金等収入 0 0 0
前受金収入 134,200,000 130,503,740 3,696,260
その他の収入 1,178,596,000 1,435,137,252 ▲ 256,541,252
資金収入調整勘定 ▲ 217,454,000 ▲ 181,283,976 ▲ 36,170,024
前年度繰越支払資金 1,433,458,390 1,433,458,390 0
収入の部合計 5,283,250,390 5,578,952,981 ▲ 295,702,591

学生生徒等納付金 1,691,020,000 1,673,740,600 17,279,400
手数料 51,642,000 53,635,700 ▲ 1,993,700
寄付金 62,783,000 59,287,542 3,495,458
経常費等補助金 739,334,000 715,800,495 23,533,505
付随事業収入 88,376,000 112,804,650 ▲ 24,428,650
雑収入 107,708,000 127,882,184 ▲ 20,174,184
教育活動収入計 2,740,863,000 2,743,151,171 ▲ 2,288,171

科　　目科　　目 予　　算予　　算 決　　算決　　算 差　　異（▲）差　　異（▲）
収入の部

人件費支出 1,800,152,000 1,810,689,648 ▲ 10,537,648
教育研究経費支出 553,845,000 616,294,653 ▲ 62,449,653
管理経費支出 246,459,000 280,272,722 ▲ 33,813,722
借入金等利息支出 2,323,000 3,305,987 ▲ 982,987
借入金等返済支出 38,786,000 38,786,000 0
施設関係支出 19,800,000 50,253,300 ▲ 30,453,300
設備関係支出 44,930,000 43,476,591 1,453,409
資産運用支出 0 13,688,000 ▲ 13,688,000
その他の支出 1,308,148,000 1,435,450,459 ▲ 127,302,459
予備費 10,000,000  10,000,000
資金支出調整勘定 ▲ 75,134,000 ▲ 30,128,601 ▲ 45,005,399
翌年度繰越支払資金 1,333,941,390 1,316,864,222 17,077,168
支出の部合計 5,283,250,390 5,578,952,981 ▲ 295,702,591

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）
支出の部

教育活動収支  事業活動収入の部

人件費 1,764,693,000 1,766,756,321 ▲ 2,063,321
教育研究経費 804,292,000 879,920,762 ▲ 75,628,762
管理経費 275,814,000 310,573,623 ▲ 34,759,623
徴収不能額等 0 0 0
教育活動支出計 2,844,799,000 2,957,250,706 ▲ 112,451,706
教育活動収支差額 ▲ 103,936,000 ▲ 214,099,535 110,163,535

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）
教育活動収支  事業活動支出の部

受取利息・配当金 87,000 451,170 ▲ 364,170
教育活動外収入計 87,000 451,170 ▲ 364,170

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）
教育活動外収支  事業活動収入の部

借入金等利息 2,323,000 3,305,987 ▲ 982,987
教育活動外支出計 2,323,000 3,305,987 ▲ 982,987
教育活動外収支差額 ▲ 2,236,000 ▲ 2,854,817 618,817
経常収支差額 ▲ 106,172,000 ▲ 216,954,352 110,782,352

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）
教育活動外収支  事業活動支出の部

資産売却収入 0 0 0
その他の特別収入 13,500,000 22,738,303 ▲ 9,238,303
特別収入計 13,500,000 22,738,303 ▲ 9,238,303

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）
特別収支  事業活動収入の部

資産処分差額 0 3,130,636 ▲ 3,130,636
その他の特別支出 0 734,802 ▲ 734,802
特別支出計 0 3,865,438 ▲ 3,865,438
特別収支差額 13,500,000 18,872,865 ▲ 5,372,865

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）
特別収支  事業活動支出の部

［予備費］ 10,000,000  18,000,000
基本金組入前当年度収支差額 ▲ 102,672,000 ▲ 198,081,487 95,409,487
基本金組入額合計 ▲ 64,730,000 ▲ 155,033,607 90,303,607
当年度収支差額 ▲ 167,402,000 ▲ 353,115,094 185,713,094
前年度繰越収支差額 ▲ 4,748,848,508 ▲ 4,749,607,890 759,382
翌年度繰越収支差額 ▲ 4,916,250,508 ▲ 5,102,722,984 186,472,476
（参考）
事業活動収入計 2,754,450,000 2,766,340,644 ▲ 11,890,644
事業活動支出計 2,857,122,000 2,964,422,131 ▲ 107,300,131

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）

令和6年度 決算報告
学校法人 群馬育英学園

資金収支計算書事業活動収支計算書
（単位：円）

令和6年度 事業活動収支構成比率

令和 6年 4月 1日 より
令和 7年 3月 31日 まで

令和 6年 4月 1日 より
令和 7年 3月 31日 まで

　学園の令和6年度決算は、本年度5月23日（金）に開催された理事会において承認可決され、6月6日（金）に
開催された評議員会において了承されました。令和6年度決算は下記のとおりです。

収入

支出

学生生徒等
納付金 61.0%

雑収入 4.6%

人件費 59.7%

付随事業収入 4.1%

経営費等
補助金
26.1%

寄付金 2.2%
手数料 2.0%

管理経費 10.5%

教育研究
経費
29.8%



固定資産 8,294,347,832 8,527,401,167 ▲ 233,053,335

　有形固定資産 8,144,469,374 8,344,980,250 ▲ 200,510,876

　　土地 3,164,775,395 3,165,027,015 ▲ 251,620

　　建物 4,081,699,413 4,224,348,216 ▲ 142,648,803

　　構築物 299,614,874 324,396,109 ▲ 24,781,235

　　教育研究用機器備品 250,209,047 272,850,448 ▲ 22,641,401

　　管理用機器備品 29,569,083 34,869,685 ▲ 5,300,602

　　図書 256,875,052 255,335,496 1,539,556

　　車輌 61,726,510 68,153,281 ▲ 6,426,771

　特定資産 73,037,844 116,971,171 ▲ 43,933,327

　　退職給与引当特定預金 72,787,533 116,720,860 ▲ 43,933,327

　　クラブ活動特定預金 250,311 250,311 0

　その他の固定資産 76,840,614 65,449,746 11,390,868

　　権利金 6,000,000 3,000,000 3,000,000

　　電話加入権 1,963,507 1,963,507 0

　　保険積立金 46,700,220 38,375,889 8,324,331

　　出資金 50,000 50,000 0

　　敷金・保証金 449,287 402,000 47,287

　　貸付金 21,200,000 21,200,000 0

　　その他預託金 477,600 458,350 19,250

流動資産 1,389,008,717 1,488,326,366 ▲ 99,317,649

　現金預金 1,316,864,222 1,433,458,390 ▲ 116,594,168

　未収入金 52,751,108 36,810,871 15,940,237

　有価証券 0 0 0

　前払金 13,254,802 14,614,719 ▲ 1,359,917

　仮払金 6,138,585 3,442,386 2,696,199

資産の部合計 9,683,356,549 10,015,727,533 ▲ 332,370,984

科　　目 本年度末 前年度末 増　減（▲）

収入の部

固定負債 955,123,156 1,119,484,669 ▲ 164,361,513

　長期借入金 529,357,000 568,143,000 ▲ 38,786,000

　退職給与引当金 72,787,533 116,720,860 ▲ 43,933,327

　長期未払金 352,978,623 434,620,809 ▲ 81,642,186

流動負債 722,299,344 690,232,190 32,067,154

　短期借入金 38,786,000 38,786,000 0

　未払金 92,195,481 65,251,377 26,944,104

　前受金 130,797,640 136,644,900 ▲ 5,847,260

　預り金 460,520,223 449,549,913 10,970,310

負債の部合計 1,677,422,500 1,809,716,859 ▲ 132,294,359

基本金 13,108,657,033 12,955,618,564 153,038,469

　第1号基本金 12,922,657,033 12,769,618,564 153,038,469

　第4号基本金 186,000,000 186,000,000 0

繰越収支差額 ▲ 4,749,607,890 ▲ 4,604,709,124 ▲ 144,898,766

　翌年度繰越収支差額 ▲ 5,102,722,984 ▲ 4,749,607,890 ▲ 353,115,094

　　純資産の部合計 8,005,934,049 8,206,010,674 ▲ 200,076,625

　負債及び純資産の部合計 9,683,356,549 10,015,727,533 ▲ 332,370,984

科　　目 本年度末 前年度末 増　減（▲）

科　　目 本年度末 前年度末 増　減（▲）

負債の部

純資産の部

貸借対照表
（単位：円）

令和6年度 賃借対照表

令和 7年 3月 31日現在

資産構成比率負債・純資産の部

固定資産 
86%

基本金・繰越収支
差額 83%

流動資産
 14%

流動負債
 7%

固定負債
 10%



　

新
春
を
迎
え
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
一
昨
年
の
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

続
き
、昨
年
度
レ
ス
リ
ン
グ
部
は
世
界

選
手
権
で
元
木
咲
良
選
手
、卒
業
生

の
石
井
亜
海
、Ｕ
23
世
界
選
手
権
で

五
味
虹
登
選
手
が
優
勝
と
輝
か
し
い

成
績
を
残
し
ま
し
た
。
特
に
元
木
選

手
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム（
世

界
で
３
人
目
）に
輝
き
ま
し
た
。

　

就
職
面
で
は
、大
学
就
職
情
報
誌

ユ
ニ
ヴ
プ
レ
ス
11
月
号
の
有
名
企
業
４

０
０
社
就
職
率
ラ
ン
キ
ン
グ
に
よ
る

と
、育
英
大
学
は
１
４
８
位
に
ラ
ン
ク

づ
け
さ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
県

内
大
学
で
は
、群
馬
大
学
74
位
、前
橋

工
科
大
学
１
１
６
位
、高
崎
経
済
大

学
１
３
３
位
で
創
立
８
年
目
の
育
英

大
学
と
し
て
は
、十
分
な
成
果
を
あ

げ
て
い
ま
す
。

　

教
員
採
用
試
験
も
年
々
合
格
者
を

増
し
、児
童
教
育
専
攻
の
教
員
の
努

力
が
実
っ
て
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、一
方
で
18
歳
人
口
の
減
少

は
、大
学
、短
期
大
学
を
取
り
巻
く
環

境
を
厳
し
く
し
て
い
ま
す
。
２
０
４
０

年
の
18
歳
人
口
は
、７
３
９
，０
０
０
人

で
、大
学
進
学
者
数
は
４
６
０
，０
０
０

人
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
２
１
年
の

大
学
入
学
者
数
は
６
２
７
，０
０
０
人

で
１
６
７
，０
０
０
人
の
減
と
推
定
さ

れ
、73
％
の
規
模
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
国
公
私
立
の
平
均
的
な
減
り
方
で

あ
り
、国
公
立
大
学
に
２
０
２
１
年
と

同
数
の
１
３
１
，０
０
０
人
が
入
学
す

る
と
、私
立
大
学
入
学
者
数
は
３
２

８
，０
０
０
人
と
な
り
34
％
の
減
少
と

な
り
ま
す
。

　

私
立
短
期
大
学
は
、現
在
２
７
０
校

で
令
和
７
年
度
よ
り
学
生
募
集
を
中

止
す
る
短
期
大
学
は
23
校
、令
和
８

年
以
降
募
集
中
止
予
定
の
短
大
は
50

校
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
を
支

え
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
人
材

育
成
を
含
め
て
の
、地
域
社
会
に
対
す

る
大
打
撃
と
な
り
ま
す
。

　

以
上
、大
学
、短
大
を
取

り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
述
べ
ま

し
た
が
、育
英
大
学
は
前
に

向
か
っ
て
進
む
べ
く
教
育
学

部
に
英
語
教
育
専
攻
（
入
学

定
員
20
名
）
を
新
設
し
ま

す
。
目
的
は
国
際
的
な
感

覚
と
英
語
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
使
え
る
力
を

身
に
つ
け
て
、グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
養

成
で
す
。

　

そ
の
他
に
ス
ポ
ー
ツ
教
育

専
攻
は
実
績
か
ら
入
学
定
員

を
30
名
増
員
し
完
成
年
度
の

収
容
定
員
は
教
育
学
部
と
し

て
８
０
０
名
と
な
り
ま
す
。

厳
し
い
状
況
下
で
す
が
定
員

確
保
に
向
け
て
努
力
い
た
し

ま
す
。

　

育
英
短
期
大
学
は
保
育

学
科
に
認
定
絵
本
士
養
成

講
座
を
開
設
し
て
お
り
、絵

本
の
育
短
と
し
て
特
色
を
出

し
ま
す
。
そ
の
他
ピ
ア
ノ
レ
ッ

ス
ン
等
の
実
技
教
育
の
充
実

を
計
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
代
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
科
は
、幅
広
い
知
識
、教
養

を
身
に
つ
け
実
社
会
で
役
立

つ
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

磨
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

現
代
社
会
が
求
め
て
い
る
人

材
の
養
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

大
学
冬
の
時
代
を
乗
り

切
っ
て
春
を
迎
え
る
べ
く

今
後
一
層
の
努
力
を
い
た

し
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様

の
保
育
学
科
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
対
し
、厚
く
御

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
今
年
度
も
何
卒
ご
指
導
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

短
期
大
学
保
育
学
科
は
、即
戦
力
と
し
て
地
域
に

必
要
と
さ
れ
る
保
育
者
を
養
成
し
続
け
て
ま
い
り
ま

し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
、即
戦
力
と
し
て
の
様
々
な

技
術
を
身
に
つ
け
た
学
生
を
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
新
年
度
に
向
け
て
は
、昨
年
度
以
上
に

学
生
が
参
加
で
き
る
様
々
な
活
動
を
通
し
て
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
育
て
、経
験
値
を
あ
げ
て
一
人
一
人

の
自
信
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
に
力
を
注
い
で
い
き
た
い
と

考
え
、計
画
を
立
て
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、今
か
ら
25
年
前
に
、短
期
大
学
保
育
学
科
の

１
年
生
だ
っ
た
２
名
の
学
生
が
仲
間
を
募
り
教
職
員
を

説
得
し
、通
称「
あ
ば
れ
ん
ぼ
う
太
鼓
」を
作
り
、た
く

さ
ん
の
演
奏
を
し
て
き
ま
し
た
。
昨
年
12
月
の
25
周

年
記
念
演
奏
会
は
、現
役
の
学
生
と
現
在
も
定
期
的

に
演
奏
を
続
け
て
い
る
卒
業
生
の
共
演
と
な
り
、観
客

と
し
て
聞
い
て
い
た
60
名
の「
あ
ば
れ
ん
ぼ
う
太
鼓
」
卒

業
生
も
、う
ち
わ
太
鼓
を
叩
き
な
が
ら
客
席
か
ら
舞

台
に
上
り
、継
承
さ
れ
て
き
た
曲
を
総
勢
80
人
で
演
奏

し
ま
し
た
。
体
に
染
み
つ
い
た
リ
ズ
ム
と
テ
ン
ポ
と
タ
イ

ミ
ン
グ
は
、生
き
る
地
盤
も
時
間
も
空
間
も
年
代
も
超

え
て
一
瞬
で
一
つ
の
音
楽
と
な
り
、大
変
感
動
し
ま
し

た
。
終
演
後「
同
僚
で
も
な
く
友
人
で
も
家
族
で
も
な

い
仲
間
の
す
ば
ら
し
さ
、音
楽
の
喜
び
、一
つ
の
こ
と
を

続
け
る
こ
と
の
尊
さ
」と
話
す
、あ
ば
れ
ん
ぼ
う
太
鼓
の

卒
業
生
達
の
よ
う
に
、人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し

な
が
ら
何
か
に
打
ち
込
み
、自
己
を
表
現
す
る
こ
と
が

で
き
る
学
生
を
育
て
る
為
に
、保
育
学
科
教
員
一
同
で

尽
力
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日

頃
よ
り
ご
支
援
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

現
代
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
で
は
２
０
２
６
年

度
よ
り
新
た
に
『
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
』、

『
セ
ル
フ
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
』の
２
つ
の
コ
ー
ス
を
開
設

し
ま
す
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
で
は
、フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
を
切
り
口
に
、ビ
ジ
ネ
ス
の
基
礎
か
ら
実
践
的

な
知
識
ま
で
を
体
系
的
に
学
び
ま
す
。
セ
ル
フ
デ
ザ

イ
ン
コ
ー
ス
で
は
、学
生
一
人
ひ
と
り
の
興
味
・
関
心

に
応
じ
て
、本
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
柔
軟
に
組
み
合

わ
せ
、自
ら
の
学
び
を
主
体
的
に
設
計
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

今
、１
年
生
は
自
分
の
興
味
・
関
心
が
あ
る
科
目

を
学
び
、３
月
か
ら
本
格
的
に
始
ま
る
就
職
活
動
に

向
け
て
将
来
の
進
路
を
考
え
て
い
ま
す
。
２
年
生

は
自
分
の
進
路
を
決
め
、将
来
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン

を
考
え
な
が
ら
今
後
必
要
と
な
る
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
、さ
ら
に
、学
生
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
が
進

む
中
、本
学
科
は
多
様
な
分
野
を
自
由
に
学
べ
る
点

を
特
色
と
し
、よ
り
多
く
の
高
校
生
に
魅
力
を
伝

え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
方
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、ご
指
導

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

学生数
大学 教育学部 577人

短期大学
保育学科 298人
現代コミュニ
ケーション学科 115人

冬
の
時
代
を
乗
り
越
え
て

育
英
大
学
・
育
英
短
期
大
学

学
　
長

石
井
　
學

│
あ
ば
れ
ん
ぼ
う
に
学
ぶ
│

│
一
人
ひ
と
り
の
未
来
を
支
え
る
学
び
へ
│

現代コミュニ
ケーション学科長

大島宗哲
保育学科長

内田基美



と
な
り
ま
し
た
。

　

本
学
で
は
学
生
募
集
も
堅
調
に
推

移
し
、文
部
科
学
省
か
ら
本
学
教
育

学
部
の
定
員
増
が
正
式
に
認
め
ら
れ

ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
教
育
専
攻
は
１

０
０
名
か
ら
１
３
０
名
に
増
員
し
、

児
童
教
育
専
攻
50
名
に
加
え
、中
学

校
・
高
等
学
校
の
英
語
免
許
が
取
得

で
き
る
英
語
教
育
専
攻
（
20
名
）
を
新

設
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、教
育
学
部
全
体
の
定
員
は

１
５
０
名
か
ら
２
０
０
名
へ
と
拡
大

し
、３
年
間
で
定
員
を
１
０
０
％
増

加
さ
せ
た
全
国
で
も
唯
一
の
大
学
と

し
て
、新
た
な
成
長
段
階
を
迎
え
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、英
語

教
育
専
攻
の
開
設
に
伴
い
、従
来
の

教
員
養
成
に
加
え
て
英
語
科
教
員
の

育
成
が
可
能
と
な
り
、本
学
の
教
員

養
成
体
制
は
よ
り
幅
広
く
、質
の
高

い
も
の
へ
と
発
展
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
成
果
は
本
学
の
教
育
・

研
究
・
ス
ポ
ー
ツ
の
取
り
組
み
が
広

く
評
価
さ
れ
て
い
る
証
で
あ
り
、開

学
か
ら
８
年
と
い
う
短
い
期
間
で
あ

り
な
が
ら
、「
教
育
の
育
英
大
学
」
と

し
て
の
存
在
感
が
一
層
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
高
等
学
校
や
短
期
大
学
と
の
連

携
を
強
化
し
、地
域
お
よ
び
学
園
全

体
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
大
学
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、引
き
続
き
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

育
英
大
学
は
皆
さ
ま
の
ご
支
援
の
お

か
げ
で
開
学
８
年
目
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
本
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
分

野
で
は
、昨
年
に
続
き
大
き
な
成
果
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
レ
ス
リ
ン
グ
で
は
、

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
続
き
世
界
選
手

権
で
も
本
学
助
手
の
元
木
咲
良
が
優
勝

し
、Ｕ
17
・
Ｕ
20
・
Ｕ
23
・
シ
ニ
ア
・
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
五
冠
を
達
成
、世
界
で
３

人
目
と
な
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
グ
ラ
ン
ド
ス

ラ
ム
と
い
う
歴
史
的
快
挙
を
成
し
遂
げ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、ス
ポ
ー
ツ
教
育
専

攻
４
年
の
五
味
虹
登
が
男
子
Ｕ
23
で
日

本
人
初
と
な
る
世
界
王
者
と
な
り
、新

た
な
ペ
ー
ジ
を
刻
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、陸
上
競
技
で
は
第
94
回
日
本
学

生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会
に
お
い

て
、ス
ポ
ー
ツ
教
育
専
攻
１
年
の
山
鹿

快
琉
が
８
０
０
ｍ
優
勝
と
い
う
輝
か
し

い
成
果
を
収
め
、サ
ッ
カ
ー
部
も
北
関

東
２
部
リ
ー
グ
か
ら
１
部
リ
ー
グ
へ
昇

格
す
る
な
ど
、大
変
勢
い
の
あ
る
一
年

社
会
の
未
来
を
支
え
る
担
い
手

と
し
て
成
長
し
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
本
専
攻
で

は
、幼
稚
園
教
諭
・
保
育
士
・
小

学
校
教
諭
の
免
許
・
資
格
取
得

を
見
据
え
、１
年
次
か
ら
学
校

体
験
活
動
を
取
り
入
れ
た
学
修

を
行
っ
て
い
ま
す
。
早
期
か
ら

教
育
・
保
育
の
現
場
に
触
れ
る

こ
と
で
、講
義
で
学
ん
だ
理
論

や
知
識
と
実
体
験
と
を
往
還
さ

せ
な
が
ら
理
解
を
深
め
、学
び

の
意
義
を
実
感
で
き
る
教
育
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
学
修
の
積
み
重
ね

は
、学
生
一
人
一
人
が
自
ら
の

適
性
や
将
来
像
を
具
体
的
に
捉

え
、主
体
的
に
進
路
を
考
え
る

基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

成
果
と
し
て
、本
年
度
の
教
員

採
用
試
験
で
は
10
名
が
合
格
を

果
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
４
年
生
で
は
、小
学
校

教
員
に
加
え
、公
立
幼
稚
園
・
保

育
園
に
３
名
が
合
格
す
る
な
ど
、

希
望
す
る
進
路
の
実
現
が
着
実

に
進
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
本

専
攻
は
、教
育
・
保
育
を
通
し
て

社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、引
き
続
き
皆
様
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
、皆
様
に
謹
ん
で
ご

挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

児
童
教
育
専
攻
で
は
今
年
度
、教

育
へ
の
高
い
志
を
抱
い
た
60
名
の
１

年
生
を
迎
え
ま
し
た
。
子
ど
も
一
人

一
人
の
育
ち
に
丁
寧
に
寄
り
添
い
、

０
０
名
へ
と
倍
増
し
ま
し
た
。

そ
の
後
も
、定
員
増
を
上
回
る

受
験
生
に
恵
ま
れ
た
こ
と
で
、

さ
ら
に
多
く
の
学
生
を
迎
え
入

れ
、大
学
全
体
の
活
力
・
教
育
力

の
一
層
の
向
上
・
充
実
を
図
る

べ
く
、令
和
８
年
度
か
ら
本
専

攻
の
定
員
を
１
０
０
名
か
ら
１

３
０
名
へ
と
増
員
す
る
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。
多
く
の
受
験

生
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
背

景
と
し
て
、や
は
り
強
化
指
定

部
の
活
躍
を
挙
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。
一
昨
年
の
パ
リ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、女
子
レ
ス
リ
ン
グ
で

の
二
つ
の
金
メ
ダ
ル
の
記
憶
も

新
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、昨
年

の
世
界
選
手
権
や
天
皇
杯
で
は

新
た
な
金
メ
ダ
リ
ス
ト
が
誕
生

し
て
い
ま
す
。
男
子
サ
ッ
カ
ー

部
や
陸
上
部
、女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
等
の
強
化
指
定
ク
ラ

ブ
も
各
種
大
会
や
リ
ー
グ
戦
で

活
躍
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、就

職
面
で
は
、教
員
採
用
選
考
で

今
年
は
初
め
て
高
等
学
校
保
健

体
育
で
合
格
者
が
出
た
ほ
か
、

教
職
以
外
で
も
公
務
員
や
民
間

へ
の
充
実
し
た
就
職
指
導
で
昨

年
度
３
月
も
就
職
率
１
０
０
％

を
達
成
で
き
た
こ
と
も
改
め
て

強
調
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
関
係
各
位
の
ま
す
ま
す
の

ご
指
導
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
の
開
学
当
初
50
名
定
員

で
ス
タ
ー
ト
し
た
ス
ポ
ー
ツ
教
育
専

攻
で
す
が
、近
年
定
員
を
大
き
く
上

回
る
受
験
生
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、

令
和
６
年
度
か
ら
は
入
学
定
員
を
１

│
教
育
学
部
の
展
望
と

 

新
年
の
ご
挨
拶
│

副学長・教育学部長

柳川美麿

│
子
ど
も
の
未
来
を

 

支
え
る
専
門
性
を
育
む
│

児童教育専攻長

吉井健人

│
ス
ポ
ー
ツ
教
育
専
攻

 

こ
の
１
年
│

スポーツ教育専攻長

滝沢和彦



　

令
和
６
年
度
後
期
の
成
績

優
秀
者
及
び
令
和
７
年
度

前
期
の
成
績
優
秀
者
に
奨
学

金
を
授
与
い
た
し
ま
し
た
。

奨
学
金
は
、半
期
授
業
料
の

半
額
相
当
で
す
。

　

成
績
優
秀
奨
学
生
は
、以

下
の
と
お
り
で
す
。

陸
上
競
技
部

 

■
第
１
０
２
回
東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走
予
選
会（
10
／
18
） 

総
合
31
位

 

■
日
本
学
生
陸
上
競
技
個
人
選
手
権
大
会（
４
／
25
〜
27
）

  

・
篠
塚 

浩
斗（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
４
年
） 

男
子
棒
高
跳
：
優
勝

 

■
関
東
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会（
５
／
８
〜
11
）

  

・
宮
下 

青
空
海（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
３
年
） 

１
０
０
ｍ
：
６
位

  

・
山
口 

空
太（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
１
年
） 

１
１
０
ｍ
Ｈ
：
５
位

  

・
山
鹿 

快
琉（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
１
年
） 

８
０
０
ｍ
：
優
勝

  

・
土
屋
・
櫻
井
・
遠
藤
・
山
鹿 

４×

４
０
０
ｍ
Ｒ
：
３
位

  

・
篠
塚 

浩
斗（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
４
年
） 

男
子
棒
高
跳
：
優
勝 

大
会
新
・
Ｍ
Ｖ
Ｐ

  

・
鈴
木 

悠
聖（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
１
年
） 

男
子
棒
高
跳
：
２
位

  

・
髙
橋 

路（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
１
年
） 

男
子
棒
高
跳
：
３
位

 

■
日
本
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会（
６
／
５
〜
８
）

  

・
山
鹿 

快
琉（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
１
年
） 

８
０
０
ｍ
：
優
勝 

大
会
新

  

・
篠
塚 

浩
斗（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
４
年
） 

男
子
棒
高
跳
：
２
位

  

・
鈴
木 

悠
聖（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
１
年
） 

男
子
棒
高
跳
：
７
位

 

■
日
本
陸
上
競
技
選
手
権
大
会（
７
／
４
〜
６
）

  

・
山
鹿 

快
琉（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
１
年
） 

８
０
０
ｍ
：
７
位

  

・
篠
塚 

浩
斗（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
４
年
） 

男
子
棒
高
跳
：
９
位

 

■
関
東
陸
上
競
技
選
手
権
大
会（
８
／
22
〜
24
）

  

・
篠
塚 

浩
斗（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
４
年
） 

男
子
棒
高
跳
：
優
勝

  

・
鈴
木 

悠
聖（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
１
年
） 

男
子
棒
高
跳
：
２
位

 

■
Ｕ
20
日
本
陸
上
競
技
選
手
権
大
会（
９
／
27
・
28
）

  

・
鈴
木 

悠
聖（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
１
年
） 

男
子
棒
高
跳
：
優
勝

 

■
Ｕ
20
東
ア
ジ
ア
陸
上
競
技
選
手
権
大
会（
９
／
27
・
28
））

  

・
山
鹿 

快
琉（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
１
年
） 

８
０
０
ｍ
：
２
位

 

■
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会（
10
／
３
〜
７
）

  

・
山
鹿 

快
琉（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
１
年
） 

８
０
０
ｍ
：
２
位 

大
会
新

レ
ス
リ
ン
グ
部

 
■
明
治
杯
全
日
本
選
抜
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会（
６
／
19
〜
22
）

  
・
五
味 
虹
登（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
４
年
） 

60
㎏
級
／
Ｇ
：
３
位

  

・
中
村 
真
翔（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
２
年
） 

63
㎏
級
／
Ｇ
：
優
勝

  

・
三
浦 
修
矢（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
１
年
） 

70
㎏
級
／
Ｆ
：
優
勝

  

・
佐
々
木 
優
太（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
４
年
） 

97
㎏
級
／
Ｆ
：
３
位

  

・
小
川 

凜
花（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
１
年
） 

50
㎏
級
／
Ｗ
：
３
位

  

・
清
岡 

も
え（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
４
年
） 

53
㎏
級
／
Ｗ
：
２
位

  

・
新
井 

一
花（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
３
年
） 

57
㎏
級
／
Ｗ
：
３
位

  

・
池
畑 

菜
（々
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
３
年
） 

65
㎏
級
／
Ｗ
：
２
位

 

■
Ｕ
20
世
界
選
手
権
大
会（
８
／
18
〜
24
）

  

・
小
川 

凜
花（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
１
年
） 

50
㎏
級
／
Ｗ
：
優
勝

  

・
升
田 

夏
実（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
１
年
） 

53
㎏
級
／
Ｗ
：
優
勝

  

・
竹
元 

紫
凛（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
１
年
） 

62
㎏
級
／
Ｗ
：
３
位

 

■
世
界
選
手
権
大
会（
９
／
18
〜
21
）

  

・
中
村 

真
翔（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
２
年
） 

63
㎏
級
／
Ｇ
：
10
位

 

■
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会（
９
／
29
〜
10
／
２
）

  

・
五
味 

虹
登（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
４
年
） 
60
㎏
級
／
Ｇ
：
優
勝

 

■
全
日
本
大
学
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
選
手
権（
10
／
18
・
19
） 
団
体
２
位

  

・
白
川 

剣
斗（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
３
年
） 

55
㎏
級
／
Ｇ
：
３
位

  

・
長
谷
川 

虎
次
郎（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
３
年
） 

67
㎏
級
／
Ｇ
：
優
勝

  

・
鈴
木 

飛
来（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
２
年
） 

72
㎏
級
／
Ｇ
：
優
勝

  

・
本
名 

一
晟（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
４
年
） 

77
㎏
級
／
Ｇ
：
優
勝

  

・
バ
ド
バ
ヤ
ル
・
ナ
ン
バ
ル
ダ
グ
ワ（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
３
年
）

 

１
３
０
㎏
級
／
Ｆ
：
２
位

 

■
Ｕ
23
レ
ス
リ
ン
グ
世
界
選
手
権
大
会（
10
／
24
〜
27
）

  

・
五
味 

虹
登（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
４
年
） 

60
㎏
級
／
Ｇ
：
優
勝

 

■
内
閣
総
理
大
臣
杯
全
日
本
大
学
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会（
11
／
８
・
９
）

  

・
バ
ド
バ
ヤ
ル
・
ナ
ン
バ
ル
ダ
グ
ワ（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
３
年
）

 

１
２
５
㎏
級
／
Ｆ
：
優
勝

 

■
全
日
本
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権（
12
／
18
〜
21
）

  

・
小
川 

凜
花（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
１
年
） 

50
㎏
級
／
Ｗ
：
３
位

  

・
清
岡 

も
え（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
４
年
） 

53
㎏
級
／
Ｗ
：
優
勝

  

・
原
田 

渚（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
３
年
） 

55
㎏
級
／
Ｗ
：
２
位

  

・
池
畑 

菜
（々
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
３
年
） 

65
㎏
級
／
Ｗ
：
優
勝

  

・
藤
倉 

優
花（
大
学
：
児
童
教
育
：
４
年
） 

72
㎏
級
／
Ｗ
：
３
位

  

・
五
味 

虹
登（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
４
年
） 

60
㎏
級
／
Ｇ
：
優
勝

  

・
南 

登
陽（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
４
年
） 

63
㎏
級
／
Ｇ
：
３
位

  

・
本
名 

一
晟（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
４
年
） 

77
㎏
級
／
Ｇ
：
３
位

  

・
本
名 

帝
心（
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ
教
育
：
４
年
） 

70
㎏
級
／
Ｆ
：
３
位

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部（
大
学
・
短
大
）

 

■
春
季
関
東
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦﹇
女
子
３
部
﹈

 

（
４
／
13
〜
５
／
18
）　

４
位

 

■
群
馬
県
６
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
総
合
男
女
優
勝
大
会﹇
女
子
﹈

 

（
８
／
31
）　

優
勝

 

■
秋
季
関
東
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦﹇
女
子
３
部
﹈

 

（
９
／
13
〜
10
／
26
）　

３
位

男
子
サ
ッ
カ
ー
部

 

■
群
馬
県
大
学
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
戦（
２
／
15
〜
３
／
１
） 

２
位

 

■
関
東
大
学
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
Ｎ
ｏ
ｒ
ｔ
ｅ
２
部（
４
／
５
〜
10
／
19
） 

３
位

 

関
東
大
学
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
Ｎ
ｏ
ｒ
ｔ
ｅ
１
部
へ
昇
格
決
定

 

■
北
関
東
大
学
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会（
４
／
27
〜
５
／
５
） 

ベ
ス
ト
８

そ
の
他
の
部

 

■
群
馬
県
私
立
大
学
ス
ポ
ー
ツ
大
会（
10
／
４
・
５
）

  

・
テ
ニ
ス
・
女
子（
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル
） 

優
勝

  

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
女
子（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
軟
式
野
球
部
） 

２
位

  

・
フ
ッ
ト
サ
ル
・
男
子（
フ
ッ
ト
サ
ル
サ
ー
ク
ル
） 

３
位

  

・
フ
ッ
ト
サ
ル
・
女
子（
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
） 

３
位

  

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
男
子（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
サ
ー
ク
ル
） 

３
位

 

■
出
前
公
演（
大
学
・
短
大
）

和
太
鼓
部
、ハ
ワ
イ
ア
ン
部
、ダ
ン
ス
部
、ハニ
ー
キ
ッ
ズ
は
、地
域
の
各
種
団
体
か

ら
の
依
頼
に
よ
り
、出
前
公
演
を
行
っ
て
お
り
大
変
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

　

本
学
の
学
生
が
本
年
度
に
活
躍
し
た
主
な
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ク
ラ
ブ
活
動
の
主
な
成
績

ク
ラ
ブ
活
動
の
主
な
成
績

令和6年度後期・令和7年度前期の成績優秀者奨学金の授与令和6年度後期・令和7年度前期の成績優秀者奨学金の授与

■
令
和
６
年
度  
後
期

成
績
優
秀
奨
学
生

教
育
学
部
教
育
学
科

児
童
教
育
専
攻

１
年 

三
澤 

陽
依

２
年 

西
山 

な
ず
な

３
年 

西
東 

英
奈

ス
ポ
ー
ツ
教
育
専
攻

１
年 

西
村 

昂
琉

 

宮
島 

誠
弥

２
年 

齋
藤 

望
夢

 

諸
星 

風
弥

３
年 

羽
鳥 

雄
大

短
期
大
学

保
育
学
科

１
年 

長
岡 

由
利
子

 

佐
藤 

絵
摩

 

金
田 

美
羽

現
代
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

１
年 

清
水 

あ
か
ね

■
令
和
７
年
度  

前
期

成
績
優
秀
奨
学
生

教
育
学
部
教
育
学
科

児
童
教
育
専
攻

１
年 

宮
一 

岳
志

２
年 

三
澤 

陽
依

３
年 

米
山 

水
葵

４
年 

南
雲 

彩
花

ス
ポ
ー
ツ
教
育
専
攻

１
年 

竹
之
内 

一
宝

 

品
山 

旺
輝

２
年 

宮
島 

誠
弥

 

西
村 

昂
琉

３
年 

齋
藤 

望
夢

 
鍋
島 

花
梨

４
年 
髙
橋 
佳
吾

短
期
大
学

保
育
学
科

１
年 

篠
崎 

優
菜

 

伊
藤  

朱
音

 

新
島 

泉
帆

２
年 

後
藤 

愛
奈

 

佐
藤 

絵
摩

 

金
田 

美
羽

現
代
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

１
年 

北
原 

優
美

２
年 

井
家 

さ
く
ら



　

本
学
で
は
、高
崎
市
が
主
催
す
る
『
市
内
私
立
大
学
・

短
期
大
学
連
携
事
例
発
表
会
』
〜
産
学
官
連
携
・
地
域

貢
献
活
動
に
よ
る
地
域
振
興
を
目
指
し
て
〜
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
発
表
会
に
は
、高
崎
市
内
の
６
校
の
私
立
大
学
・

短
期
大
学
が
参
加
し
、地
域
が
抱
え
る
身
近
な
課
題
に
、

大
学
と
企
業
等
が
共
同
で
取
り
組
む
産
学
連
携
を
促
進

さ
せ
る
も
の
で
、学
生
が
地
域
貢
献
活
動
や
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
ア
イ
デ
ア
の
展
開
を
研
究
し
、例
年
２
月
に
発
表
し

て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
２
月
は
、高
崎
商
科
大
学
が
会
場
と
し
て
行

わ
れ
、本
学
か
ら
次
の
４
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

①
学
生
主
体
の
子
育
て
支
援
活
動
に
関
す
る
事
例
研
究

■
発
表
者
／
保
育
学
科
２
年
：
関
口
七
海
、花
田
彩
奈
、

田
島
妃
子

■
指
導
教
員
／
保
育
学
科
：
大
屋
陽
祐
准
教
授

②
高
齢
者
と
のｅ
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

■
発
表
者
／
現
代
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
１
年
：
髙
野

莉
子
、野
田
愛
裡
、平
澤
真
奈

■
指
導
教
員
／
現
代
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
：
大
島
宗

哲
准
教
授

③
ぐ
ん
ま
と
自
然
と
私 ―
子
ど
も
た
ち
の
『
遊×

食×

音
』を
広
め
よ
う―

■
発
表
者
／
教
育
学
部
児
童
教
育
専
攻
４
年
：
須
藤
ゆ

い
、三
瓶
梨
奈
、長
嶋
友
実
、都
丸
楓
彩
、坪
井
力
、教
育

学
部
ス
ポ
ー
ツ
教
育
専
攻
４
年
：
齋
藤
堅

■
指
導
教
員
／
教
育
学
部
教
育
学
科
児
童
教
育
専
攻
：

田
中
卓
也
教
授

④
小
学
校
及
び
中
学
校
の
体
育
行
事
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
成
果
と
課
題

■
発
表
者
／
教
育
学
部
ス
ポ
ー
ツ
教
育
専
攻
１
年
：
前

田
祐
、三
井
田
奈
那

■
指
導
教
員
／
教
育
学
部
教
育
学
科
ス
ポ
ー
ツ
教
育
専

攻
：
藤
井
一
貴
講
師

　

本
学
で
は
、地
域
連
携
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
公
開
講

座
を
実
施
し
て
お
り
、地
域
の
皆
様
の
生
涯
学
習
の
一
助
と

な
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

第
１
回　

７
月
26
日
土 

10
時
〜
15
時

■
演
題
／
夏
休
み
の
宿
題
│
ポ
ス
タ
ー
・
絵
画
を
仕
上
げ
よ

う
│

■
講
師
／
渡
辺 

一
洋（
教
育
学
部
児
童
教
育
専
攻 

教
授
）

■
対
象
者
／
小
学
校
１
〜
６
年
生

第
２
回　

８
月
24
日
日 

10
時
30
分
〜
12
時

■
演
題
／
親
子
で
コ
ン
サ
ー
ト
♪
〜
き
い
て
、う
た
っ
て
、か

な
で
て
〜

■
講
師
／
林 

智
草（
教
育
学
部
児
童
教
育
専
攻 
准
教
授
）

■
対
象
者
／
年
長
〜
小
学
校
２
年
生

第
３
回　

９
月
27
日
土 

10
時
〜
12
時

■
演
題
／
め
ざ
せ
！
ボ
ー
ル
な
げ
め
い
じ
ん
！
〜
あ
そ
び
な

が
ら
な
げ
る
力
を
み
が
こ
う
〜

■
講
師
／
吉
井 

健
人（
教
育
学
部
児
童
教
育
専
攻 

教
授
）

■
対
象
者
／
小
学
校
低
学
年（
１
・２
年
生
）

第
４
回　

10
月
25
日
土 

13
時
〜
15
時

■
演
題
／
は
っ
ぱ
ス
タ
ン
プ
で
あ
そ
ぼ
う
！
〜
親
子
で
楽
し

む
自
然
版
画
体
験
〜

■
講
師
／
井
上 

昌
樹（
保
育
学
科 

講
師
）

■
対
象
者
／
３
歳
〜
小
学
生
、保
護
者

第
５
回 

10
月
26
日
日 

13
時
〜
15
時

■
演
題
／
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
講
座
〜
ぷ
よ
ぷ
よ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
〜

■
講
師
／
大
島 

宗
哲
（
現
代
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科 

准

教
授
）

■
対
象
者
／
小
学
校
４
年
〜

特
別
イ
ベ
ン
ト　

10
月
25
日
土 

９
時
〜
12
時

■
演
題
／
マ
ル
チ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル

第
１
部
：
か
け
っ
こ
教
室 

９
時
30
分
〜
10
時
30
分  

第
２
部
：レ
ス
リ
ン
グ
体
験 

10
時
30
分
〜
11
時
15
分

第
３
部
：フ
ッ
ト
ホ
ッ
ケ
ー
体
験 

11
時
15
分
〜
12
時
00
分

■
講
師
／
小
林 

哲
郎
（
教
育
学
部
ス
ポ
ー
ツ
教
育
専
攻 

講

師
）、松
本 

隆
太
郎（
教
育
学
部
ス
ポ
ー
ツ
教
育
専
攻 

准
教

授
）、日
髙 

裕
介（
教
育
学
部
ス
ポ
ー
ツ
教
育
専
攻 

講
師
）

　

大
学
図
書
館
で
は
、日
々
の
学
習
・
研
究
支

援
だ
け
で
な
く
、様
々
な
企
画
や
イ
ベン
ト
も

継
続
し
て
行
って
お
り
ま
す
。

　

今
年
で
５
回
目
と
な
る
募
集
企
画
「
手
づ

く
り
絵
本
コ
ン
ク
ー
ル 

Ｂｅｙ
ｏｎ
ｄ 

ｔ
ｈｅ 

Ｂｏｒ
ｄｅｒｓ
」（
募
集
期
間
：
２
０
２
５
年
７

月
１
日（
火
）〜
10
月
17
日（
金
））は
、昨
年

に
引
き
続
い
て
、学
外
か
ら
の
応
募
数
が
過

去
最
多
と
な
り
、高
校
生
や
社
会
人
の
方
か

ら
も
多
数
の
力
作
が
集
ま
り
、絵
本
の
部
61

点
、原
作
の
部
13
点
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

審
査
は
、佐
塚
公
代
先
生
（
児
童
文
化
）、

木
月
禎
子
先
生（
豆
本
作
家
）の
ほ
か
、絵
本

や
美
術
を
専
門
と
す
る
先
生
方
が
行
い
、絵

本
10
作
品
、原
作
３
作
品
の
入
賞
作
品
を
選

出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、昨
年
に
引
き
続
き
、ビ
ブ
リ
オ
バ
ト

ル
も
定
期
開
催
し
、学
生
だ
け
で
な
く
、教

職
員
も
積
極
的
に
参
加
し
、読
書
を
通
じ
た

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

11
月
２
日
（
土
）に
群
馬
県
立
図
書
館
で

開
催
さ
れ
た
、全
国
大
学
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
関

東
Ｄ
ブ
ロッ
ク
予
選
に
は
、大
学
・
児
童
教
育

専
攻
１
年
生
の
黛
隼
之
介
さ
ん
が
出
場
し
、

素
晴
ら
し
い
プ
レ
ゼ
ン
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
活
動
と
し
て
は
、今
年
度
か
ら
、好

き
な
本
を
紹
介
し
合
う
形
式
の「
読
書
会
」

も
定
期
開
催
し
て
い
ま
す
。
読
ん
だ
本
に
つ

い
て
語
り
合
う
こ
と
で
、楽
し
み
な
が
ら
、読

書
体
験
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

大
学
図
書
館

の
催
し
が
、学
生

の
皆
さ
ん
の
自
己

表
現
や
交
流
の
場

と
な
り
、学
生
生

活
の
充
実
に
役
立

て
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　

ま
た
今
年
も
、学
生
が
書
店
で
図
書
館
に

置
き
た
い
本
を
選
ぶ「
選
書
ツ
ア
ー
」や
、先
生

方
に
よ
る
Ｗｅ
ｂ
選
書
を
実
施
し
、魅
力
あ
る

蔵
書
の
構
築
も
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

大
学
図
書
館
の
活
動
の
様
子
は
、イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
と
Ｘ（@

ikuei_library

）で
発
信
し

て
お
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
絵
本
の
部
》

●
最
優
秀
賞

『
パ
ン
ダ
が
ら
す
の
な
み
だ
』

木
野
田 

博
彦（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）

●
審
査
員
特
別
賞

『
モ
エ
ち
ゃ
ん
の
い
ち
ご
が
り
』

安
藤 

邦
緒（
岐
阜
県
本
巣
郡
北
方
町
）

●
優
秀
賞

『
か
ぜ
と
ミ
ル
』

榊
原 

明（
短
大
・
保
育
学
科
２
年
）

『
お
こ
の
み
や
き
つ
く
る
で
！
』

興
村 

絢
子（
千
葉
県
習
志
野
市
）

『
ほ
し
の
い
の
り
』

加
藤 

愛
純（
伊
勢
崎
興
陽
高
校
３
年
）

《
原
作
の
部
》

●
最
優
秀
賞

『
も
し
も
の
お
話
』

可
世
木 

湖
心

（
鳥
取
県
立
倉
吉
総
合
産
業
高
校
３
年
）

令和7年度　手づくり絵本コンクール
Beyond the Borders　上位入賞者

図
書
館
だ
よ
り

図
書
館
だ
よ
り

市
内
私
立
大
学
・
短
期
大
学
連
携
事
例
発
表
会

公
開
講
座

選書ツアー

ビブリオバトル予選
（黛隼之介さん）

読書会の様子

ビブリオバトル
開催風景

絵本コンクール
上位入賞作品



　

今
年
度
も
育
英
大
学
・
育
英

短
期
大
学
合
同
で
、10
月
25
日

（
土
）
と
26
日
（
日
）
に
第
55
回

桔
梗
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
君
と

と
き
め
き
準
備
中
〜L

et's 
m
ake Sparkle together

〜
」
と
し
、大
学
祭
実
行
委
員

会
を
中
心
に
、学
生
全
体
が
桔

梗
祭
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
テ
ー
マ

に
は
、桔
梗
祭
に
関
わ
る
全
員

が
輝
け
る
場
作
り
を
目
指
し
、

会
場
に
お
越
し
に
な
っ
た
皆

様
に
、と
き
め
き
と
、星
の
き

ら
め
き
の
よ
う
な
感
動
や
希

望
を
届
け
た
い
と
い
う
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
桔
梗
祭
で
は
、学

生
が
主
体
の
「
歌
う
ま
甲
子

園
」「
ゲ
ー
ム
最
強
決
定
戦
」に

加
え
、新
企
画
と
し
て
、一
般

参
加
も
可
能
な
「
勝
敗
予
想

ゲ
ー
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、部
活
動
や
サ
ー

ク
ル
の
発
表
、模
擬
店
、催
し

物
、展
示
な
ど
の
様
々
な
企
画

で
、ご
来
場
の
皆
様
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

部
活
動
や
サ
ー
ク
ル
発
表

で
は
、和
太
鼓
部
の
迫
力
あ
る

演
奏
や
、ハ
ニ
ー
キ
ッ
ズ
の
可

愛
ら
し
い
ダ
ン
ス
な
ど
が
会

場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
ま

た
、Ｊ
Ｃ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
の
発
表

で
は
、外
部
講
師
が
モ
ン
ゴ
ル

の
伝
統
的
な
楽
器
を
用
い
た

演
奏
で
、会
場
全
体
を
幻
想
的

な
雰
囲
気
で
包
み
込
み
ま
し

た
。
模
擬
店
で
は
、肉
巻
き
お

に
ぎ
り
や
焼
き
鳥
、唐
揚
げ
の

ほ
か
、学
食
の
出
店
も
あ
り
、

沢
山
の
メ
ニ
ュ
ー
が
並
び
ま

し
た
。
ど
れ
も
よ
く
考
え
ら

れ
て
い
て
、ご
来
場
の
お
客
様

か
ら
の
笑
顔
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

催
し
物
で
は
ブ
ラ
ッ
ク
ラ

イ
ト
を
使
っ
た
企
画
や
ブ
レ

ス
レ
ッ
ト
作
り
、手
芸
体
験
な

ど
、年
齢
関
係
な
く
楽
し
め
る

企
画
が
用
意
さ
れ
、お
子
様
連

れ
の
お
客
様
か
ら
の
笑
顔
が

沢
山
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、例
年
開
催
し
て
い
る
お

笑
い
ラ
イ
ブ
で
は
「
Ｇ
Ｏ
！
皆

川
」
さ
ん
、「
や
さ
し
い
ズ
」
さ

ん
、「
ラ
ニ
ー
ノ
ー
ズ
」さ
ん
の

３
組
が
出
演
し
て
く
だ
さ
り
、

会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
多
く
の
方
に
ご

助
力
い
た
だ
き
、桔
梗
祭
を
無

事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
雨
の
中
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、笑
顔
の
耐
え

な
い
２
日
間
に
な
り
ま
し
た
。

来
年
度
も
笑
顔
と
感
動
の
桔

梗
祭
に
な
る
こ
と
を
心
よ
り

願
っ
て
お
り
ま
す
。

大
学
祭
実
行
委
員
長（
大
学
）　

小
田 

士
雄

大
学
祭
実
行
委
員
長（
短
大
）　

大
塚 
梨
瑚

桔
梗
祭
２
０
２
５

桔
梗
祭
２
０
２
５



【
定
期
総
会
・
臨
時
総
会（
書
面
）】

　

令
和
７
年
度
の
定
期
総
会
は
、

５
月
17
日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら

本
学
の
１
１
４
教
室
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、令
和
６
年
度
事
業

報
告
、決
算
報
告
、会
計
監
査
報

告
、令
和
７
年
度
新
役
員
の
選
出
、

令
和
７
年
度
事
業
計
画
案
、予
算

案
を
審
議
い
た
だ
き
、原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
、実
習
・
就
職
活
動
、

学
生
会
活
動
、ク
ラ
ブ
活
動
、学

園
祭
、図
書
購
入
、コ
ロ
ナ
対
策
、

教
育
環
境
整
備
等
に
支
援
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、総
会
を
も
っ
て
任
期

満
了
に
よ
り
退
任
さ
れ
る
各
副

会
長（
支
部
長
）、監
査
の
計
３
名

に
学
長
よ
り
感
謝
状
と
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

【
支
部
会
】

　

第
１
回
合
同
支
部
会
が
、９
月

20
日
（
土
）
に
ラ
シ
ー
ネ
新
前
橋

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
両
支
部

会
で
は
、定
期
総
会
報
告
・
学
事

日
程
、ク
ラ
ブ
活
動
・
出
前
公
演

の
状
況
、短
大
各
学
科
・
大
学
各

専
攻
の
取
組
、進
路
な
ど
に
つ
い

て
説
明
が
行
わ
れ
、参
加
し
た
保

護
者
か
ら
は
様
々
な
質
問
が
あ

り
、大
学
と
の
意
見
交
換
が
活
発

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
回
合
同
支
部
会
は
、本
部

役
員
会
に
お
い
て
書
面
で
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

【
青
空
市
場
】

　

10
月
25
日
（
土
）
の
桔
梗
祭
１

日
目
に
、恒
例
と
な
っ
て
い
る

「
青
空
市
場
」を
出
店
し
ま
し
た
。

　
「
青
空
市
場
」で
は
、新
鮮
野
菜

や
果
物
、お
菓
子
す
く
い
、飲
料

が
格
安
で
販
売
さ
れ
、盛
況
の
う

ち
に
終
了
し
ま
し
た
。
実
行
委

員
の
方
々
の
協
力
に
よ
り
、桔
梗

祭
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、「
青
空
市
場
」の

収
益
金
１
０
２
，６
２
２
円
は
、

学
生
の
就
職
支
援
の
た
め
採
用

試
験
の
問
題
集
等
を
本
学
図
書

館
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
皆
様
の

ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
定
期
総
会
が
６

月
16
日（
月
）午
後
６
時
か
ら
ホ
テ

ル
ラ
シ
ー
ネ
新
前
橋
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、令
和
６
年
度
事
業

報
告
、決
算
報
告
、会
計
監
査
報

告
、令
和
７
年
度
新
役
員
の
選
任
、

令
和
７
年
度
事
業
計
画
案
、予
算

案
を
審
議
い
た
だ
き
、原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
、強
化
指
定
ク
ラ
ブ

や
地
域
活
動
ク
ラ
ブ
、学
園
祭
、教

育
環
境
整
備
等
に
支
援
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、事
業
費
に
つ
い
は
、大
学

の
強
化
指
定
ク
ラ
ブ（
陸
上
部
、レ

ス
リ
ン
グ
部
、男
子
サ
ッ
カ
ー
部
、

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
）、地
域
活

動
で
活
躍
し
て
い
る
和
太
鼓
部
、

国
際
大
会
へ
の
支
援
に
対
し
て
支

援
を
厚
く
す
る
と
と
も
に
、こ
れ

か
ら
も
後
援
会
と
し
て
で
き
る
限

り
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、引
き
続
き
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
の
桔
梗
会
総
会

は
、５
月
に
本
学
会
議
室
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
会

長
・
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
、根
岸
新
会
長
を
は
じ
め
書
記

に
３
名
、幹
事
12
名

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
メ
ン
バ
ー
を
加

え
桔
梗
会
を
盛
り
上

げ
る
べ
く
今
年
度
の

活
動
内
容
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
、新
規
事

業
と
し
て
学
部
・
学

科
に
対
し
て
の
イ
ベ
ン

ト
補
助
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
桔
梗
祭

（
大
学
祭
）へ
の
30
万
円
補
助
、卒

業
生
へ
の
同
窓
会
活
動
補
助
（
同

窓
会
開
催
補
助
）、教
育
環
境
整

備
支
援
補
助
20
万
円
の
学
園
へ
の

寄
付
、桔
梗
祭
（
大
学
祭
）
キ
ャ
ン

パ
ス
・
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
補
助
、レ
ス
リ

ン
グ
世
界
選
手
権
出
場
・メ
ダ
ル
獲

得
者
等
へ
の
祝
金
・
激
励
金
贈
呈

も
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
10

月
に
行
わ
れ
た
桔
梗
祭
へ
は
今
年

度
も
同
窓
会
ブ
ー
ス
を
設
け
、多

く
の
同
窓
生
親
子
や
一
般
来
客

と
の
交
流
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま

し
た
。
今
後
も
育
英
大
学
・
育
英

短
期
大
学
卒
業
パ
ー
テ
ィ
経
費
の

補
助
、卒
業
生
へ
の
記
念
品
贈
呈

な
ど
、在
校
生
・
卒
業
生
へ
の
支
援

を
深
め
る
と
共
に
育
英
大
学
・
育

英
短
期
大
学
発
展
の
た
め
尽
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後

と
も
皆
様
方
の
ご
理
解
、ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

飛
翔
会
だ
よ
り

飛
翔
会
だ
よ
り

後
援
会
だ
よ
り

後
援
会
だ
よ
り

桔
梗
会
だ
よ
り

桔
梗
会
だ
よ
り

令
和
７
度
定
期
総
会

令
和
７
度
定
期
総
会

■レスリング世界選手権大会（9/13 ～ 21）
大学助手 元木 咲良（62kg級 優勝）

■U23レスリング世界選手権大会
　（10/20 ～ 26）
4年 五味 虹登（G60kg級 優勝）
大学助手 元木 咲良（62kg級 優勝）

　大学を支援する三団体（飛翔会、後援会、桔梗会）
では、9月にクロアチアで開催された世界選手権と
U23レスリング世界選手権に出場した選手に激励金
を、すばらしい成績を修めた選手に御祝金を贈呈し
ました。
　また、元木咲良選手（大学助手）がU23レスリン
グ世界選手権で優勝し、世界で3人目となるゴール
デングランドスラムを達成しました。
※ゴールデングランドスラム：4世代の世界選手権
（U17、U20、U23、シニア）とオリンピックの5大会全て
で優勝することです。

2025年レスリング世界選手権大会
の出場者を応援



　

日
頃
よ
り
本
校
の
教
育
活
動
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、昨
年
は
新
し
い
試
み
と
し
て
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
研
修
が
実
施
さ
れ
、参
加
し

た
生
徒
達
は
貴
重
な
経
験
を
積
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
校
内
に
お
い
て
も
Ｄ
Ｘ

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
事
業
の
一
環
と
し
て
、実

習
室
で
あ
る「
マ
エ
イ
ク
ラ
ボ
」が
完
成
し
、

生
徒
達
が
最
先
端
の
情
報
機
器
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

令
和
八
年
は
午
年
と
な
り
ま
す
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
て
力
強
く
発
展
す
る

と
言
わ
れ
る
年
で
す
。
前
橋
育
英
は
現

在
、次
の
ス
テ
ー
ジ
に
駆
け
昇
る
た
め
に

着
々
と
準
備
を
始
め
て
い
ま
す
。
副
校

長
と
し
て
、時
代
を
見
据
え
た
活
気
あ

ふ
れ
る
教
育
環
境
を
創
造
し
て
い
く
た

め
に
は
、職
員
一
人
ひ
と
り
が
よ
り
高
み

を
目
指
そ
う
と
す
る
意
識
改
革
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
強
豪
校
と
し
て
全
国
的
な

知
名
度
を
誇
る
本
校
で
す
が
、こ
こ
で
学

ぶ
全
て
の
生
徒
達
が
充
実
し
た
高
校
生

活
を
送
れ
る
よ
う
、多
様
な
教
育
活
動

を
推
進
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
生

徒
達
が
逞
し
く
し
な
や
か
に
成
長
で
き

る
一
年
を
創
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、本
年
も
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
本
校
の
教
育
活
動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
を
賜

り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
さ
て
、本
校
は
ご
存
じ
の
通
り
県
内

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
マ
ン
モ
ス
校
で
す
。
普
通
科

５
コ
ー
ス
制
で
、特
進
選
抜
、特
進
、総
合
進

学
、ス
ポ
ー
ツ
科
学
、保
育
の
い
ず
れ
か
に
所

属
す
る
１
３
５
０
名
の
生
徒
が
机
を
並
べ
将

来
の
飛
躍
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い
の

翼
に
風
を
蓄
え
て
お
り
ま
す
。

　

み
な
座
学
や
実
習
、探
究
活
動
、そ
し
て

部
活
動
等
に
勤
し
む
こ
と
で
、知
見
を
深
め

理
解
表
現
伝
達
力
を
高
め
る
日
々
を
送
っ
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、昨
年
か
ら
は
新
た
に
海
外
研
修
と

Ｄ
Ｘ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
と
い
う
２
つ
の
大
き
な
翼

が
加
わ
り
ま
し
た
。
前
橋
育
英
生
の
学
習

の
場
が
ア
メ
リ
カ
に
ま
で
広
が
る
と
と
も
に

最
先
端
の
情
報
技
術
に
ふ
れ
、未
来
を
創
造

し
て
い
け
る
力
を
養
う
場
（M

aeiku 
C
reation Lab

）が
で
き
ま
し
た
。

　
「
習
」と
い
う
文
字
は
雛
が
飛
び
立
つ
た
め

に
白
い
羽
を
何
度
も
羽
ば
た
か
せ
る
こ
と
に

由
来
す
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
い
つ
か
本
当
に
巣
か
ら
飛
び
立
て
る

瞬
間
が
来
る
の
で
す
。

　

本
年
も
保
護
者
の
皆
様
と
連
携
し
て
生

徒
一
人
ひ
と
り
の
翼
の
成
長
に
寄
り
添
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
年
頭
は
、男
子
サ
ッ
カ
ー

部
の
全
国
選
手
権
大
会
優
勝
に
始

ま
り
、そ
の
間
の
入
試
、全
国
的
な

祝
賀
ム
ー
ド
が
高
ま
る
中
、様
々
な

凱
旋
行
事
を
担
当
さ
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

本
稿
を
書
く
中
で
、地
域
の
皆
様

の
声
援
と
全
国
的
な
反
響
の
高
さ

に
立
場
を
忘
れ
、興
奮
し
て
い
た
記

憶
が
鮮
明
に
蘇
っ
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

今
年
度
は
選
手
権
出
場
を
果
た

し
、チ
ー
ム
全
体
で
優
勝
旗
を
無
事

に
返
還
す
る
こ
と
が
私
の
中
の
目

標
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、選
手
達
は

見
事
に
叶
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

お
陰
様
で
、多
く
の
方
と
の
出
会

い
の
機
会
に
恵
ま
れ
、多
数
の
助
言

を
賜
り
、事
務
長
と
し
て
の
約
２
年

を
走
り
続
け
る
こ
と
が
出
来
て
い

る
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
前
橋
育
英
高
校
の

輝
く
発
展
の
た
め
に
、日
々
謙
虚
に
、

感
謝
を
忘
れ
ず
、変
化
を
恐
れ
ず
、

10
年
、20
年
先
を
見
据
え
な
が
ら
、

様
々
な
改
革
・
改
善
を
進
め
る
所
存

で
す
。

　

皆
様
か
ら
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、こ
の
良

き
日
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、日
頃
か
ら
本
校
の
教
育
活
動
に

温
か
い
ご
支
援
と
様
々
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、男
女
サ
ッ
カ
ー
部
の
全
国
選
手
権
大

会
出
場
に
係
る
支
援
・
募
金
に
際
し
ま
し
て
は
、

多
く
の
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、重
ね
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
は
、男
子
が
Ｊ

リ
ー
グ
の
試
合
も
開
催
さ
れ
る
大
宮
の
会
場

で
兵
庫
県
代
表
の
神
戸
弘
陵
学
園
高
校
と
、

女
子
が「
２
０
０
２
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」

で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
チ
ー
ム
の
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て

注
目
を
集
め
た
淡
路
島
の
会
場
で
高
知
県
代

表
の
高
知
高
校
と
初
戦
で
対
戦
し
ま
し
た
。

結
果
は
ど
ち
ら
も
惜
敗
と
な
り
ま
し
た
が
、ひ

た
む
き
に
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
全
力
を
出
し

切
る
姿
勢
で
戦
う
姿
に
、胸
を
熱
く
す
る
と

と
も
に
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も
更

な
る
高
み
を
目
指
し
て
努
力
を
積
み
重
ね
て

いって
く
れ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、全
国
的
に
生
徒
の
急
減
期
を
迎
え
て

い
る
今
、私
た
ち
は
生
徒
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
た
め
に
新
た
な
取
組
を
始
め
て
い
ま

す
。
八
月
に
初
め
て
実
施
さ
れ
た
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
研
修
で
は
、現
地
の
高
校
生
と
の
交
流
や
大

学
で
の
語
学
研
修
、大
谷
投
手
が
ド
ジ
ャ
ー
ス

で
初
の
一
勝
を
あ
げ
た
記
念
す
べ
き
野
球
観

戦
な
ど
を
通
し
て
、参
加
し
た
生
徒
に
と
っ
て

今
後
の
人
生
を
左
右
す
る
ほ
ど
の
数
々
の
刺

激
的
な
体
験
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、今
年

度
新
た
に
文
科
省
か
ら
指
定
さ
れ
た
Ｄ
Ｘ
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
で
は
、最
先
端
の
パソ
コ
ン
や
３
Ｄ
プ
リ

ン
タ
が
整
備
さ
れ
た
マ
エ
イ
ク
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン・
ラ
ボ
で
、生
徒
の「
や
って
み
た
い
」を
カ
タ
チ

に
す
べ
く
先
生
方
が
夢
中
に
な
っ
て
研
修
し
た

り
、生
徒
と
先
生
が
一
緒
に
な
っ
て
作
品
を
つ

く
っ
た
り
と
充
実
し
た
時
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
の
取
組
も
実
践
↓
反
省
↓
改
善
の
サ

イ
ク
ル
を
繰
り
返
し
な
が
ら
今
後
も
益
々
充

実
さ
せ
て
行
く
所
存
で
す
。

　

今
、本
校
で
は
学
習
や
部
活
動
、学
校
行
事

等
を
通
し
て
多
く
の
生
徒
が
夢
を
追
い
、自
分

の
人
生
を
自
身
が
主
役
と
な
っ
て
学
校
生
活

を
送
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

応
え
、建
学
の
精
神
を
具
現
化
す
る
べ
く
、生

徒
が
主
役
に
な
っ
て
活
躍
す
る
環
境
を
整
え

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
様
に
は
本

年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

生徒数
普通科 1,350人

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
学
校
へ

前
橋
育
英
高
等
学
校

校　

長

二
渡 

諭
司

副
校
長
挨
拶

教
頭
挨
拶

事
務
長
挨
拶

副校長
中西 信之

教 頭
上原 敏広

事務長
平澤 精人



　

日
頃
よ
り
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
に
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、全
日
本
高
等
学
校

女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
出
場
に
あ
た

り
、皆
様
か
ら
多
大
な
る
応
援
を
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
を
、こ
の
場
を
お
借
り
し

て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

初
戦
は
高
知
中
学
高
等
学
校
（
高
知

県
）
と
対
戦
し
ま
し
た
。
試
合
開
始
直

後
か
ら
守
勢
に
回
り
、前
半
11
分
に
コ
ー

ナ
ー
キ
ッ
ク
か
ら
失
点
し
ま
し
た
。
失
点

後
は
猛
攻
を
仕
掛
け
て
主
導
権
を
握
る

展
開
に
し
た
も
の
の
、チ
ー
ム
全
員
で
必

死
に
ゴ
ー
ル
を
守
る
相
手
の
堅
守
に
苦
戦

し
、後
半
７
分
に
よ
う
や
く
同
点
ゴ
ー
ル

を
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後

も
相
手
ゴ
ー
ル
に
何
度
も
迫
り
ま
し
た
が
、

な
か
な
か
ゴ
ー
ル
を
割
る
こ
と
が
で
き
ず

に
同
点
の
ま
ま
Ｐ
Ｋ
戦
と
な
り
、１
回
戦

で
敗
退
し
ま
し
た
。
試
合
内
容
と
結
果

が
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
サ
ッ
カ
ー
の
過

酷
さ
を
痛
感
し
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

シ
ー
ズ
ン
当
初
か
ら
立
て
続
け
に
失
点

を
し
て
負
け
る
試
合
が
多
く
、結
果
を
残

す
こ
と
が
で
き
な
い
苦
し
い
１
年
で
し
た
。

し
か
し
、今
大
会
で
は
失
点
を
最
小
限
に

抑
え
て
追
い
つ
く
と
い
う
春
先
に
は
な

か
っ
た
粘
り
強
さ
と
逞
し
さ
を
体
現
し
ま

し
た
。
ま
た
、磨
き
続
け
て
き
た
パ
ス

ワ
ー
ク
も
随
所
で
発
揮
し
、前
橋
育
英
ら

し
い
サ
ッ
カ
ー
を
多
く
の
方
々
に
見
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、大
会
出
場
に

あ
た
り
多
大
な
る
ご
支
援
を
賜
り
ま
し

た
関
係
各
位
の
皆
様
に
、改
め
て
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
女
子

サ
ッ
カ
ー
部
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、ご
声

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

要
で
す
。
こ
の
経
験
を
絶
対
に
無
駄
に

す
る
こ
と
な
く
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
こ
の
３
年
間
一
緒
に
過
ご
し
た
仲
間
、

支
え
て
く
れ
た
家
族
、応
援
し
て
く
れ
た

た
く
さ
ん
の
人
の
お
か
げ
だ
と
い
う
こ
と

を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
最
後
に
今
大

会
に
あ
た
り
多
大
な
る
ご
支
援
、ご
協
力

を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

全
て
の
関
係
者
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

監
督　

奈
良 

將
弘

　

前
橋
育
英
に
赴
任
し
て
、44
年
随
分
と

長
く
い
た
も
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　

大
学
卒
業
し
て
見
知
ら
ぬ
群
馬
県
に

き
て
何
も
わ
か
な
く
て
、大
丈
夫
か
な
と

不
安
が
一
杯
で
し
た
。
夢
と
希
望
に
あ

ふ
れ
て
日
々
頑
張
って
き
ま
し
た
。

　

実
践
の
中
で
挑
戦
と
失
敗
の
繰
り
返

し
自
分
で
考
え
て
、（
練
習
も
戦
術
も
）自

分
で
考
え
て
取
り
組
む
力
が
、養
わ
れ
全

て
に
活
き
て
き
た
。
た
だ
監
督
と
し
て
の

強
さ
、孤
独
さ
は
？
監
督
と
生
徒
は
違
う
。

監
督
は
、み
ん
な
か
ら
好
か
れ
る
の
で
は

な
く
チ
ー
ム
を
勝
た
せ
る
こ
と
も
重
要
、

生
徒
と
教
師
は
違
う
け
ど
。
チ
ー
ム
の

一
体
感
を
作
ろ
う
と
す
る
と
失
敗
す
る
。

一
体
感
が
目
的
に
な
る
か
ら
ダ
メ
だ
と
思

う
。
優
勝
と
い
う
目
的
の
為
に
向
か
っ
て

お
互
い
を
認
め
合
う
中
で
、勝
って
い
く
と

チ
ー
ム
は
一
体
感
あ
る
物
凄
い
チ
ー
ム
に

な
る
今
年
の
チ
ー
ム
は
、凄
い
チ
ー
ム
で
し

た
一
人
一
人
の
能
力
は
、抜
群
で
そ
の
力

を
チ
ー
ム
と
し
て
引
き
出
せ
な
か
っ
た
監

督
の
力
不
足
で
し
た
。
本
当
に
申
し
訳

な
く
思
って
い
る
。
た
だ
サ
ッ
カ
ー
人
生
は
、

始
ま
っ
た
ば
か
り
、こ
れ
か
ら
が
も
っ
と
重

監
督　

山
田 

耕
介

　

12
月
１
日（
月
）、翌
日
か
ら
期
末
試
験

が
始
ま
る
厳
し
い
日
程
の
中
、東
京
体
育

館
に
て
Ｊ
Ｃ
Ｄ
Ａ
全
日
本
チ
ア
ダ
ン
ス
選

手
権
の
決
勝
大
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

我
々
ダ
ン
ス
部
Ｚｅｓ
ｔ（
ゼ
ス
ト
）
は
10
月

下
旬
の
関
東
予
選
を
通
過
し
た
後
、予

選
時
の
演
技
に
改
良
を
重
ね
、演
技
の
成

熟
度
を
高
め
て
決
勝
大
会
に
挑
み
ま
し

た
。
頭
の
頂
上
か
ら
つ
ま
先
ま
で
、身
体

の
あ
ら
ゆ
る
部
位
に
神
経
を
張
り
巡
ら

せ
、10
人
全
員
が
完
全
に
シ
ン
ク
ロ
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
日
々
鍛
錬
を
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、サ
ッ
カ
ー
応
援
を
は
じ
め

と
す
る
様
々
な
学
校
行
事
や（
大
変
有
難

い
話
な
の
で
す
が
）
多
く
の
イ
ベン
ト
出
演

依
頼
に
対
応
し
、ま
さ
に
ス
キ
マ
時
間
を

か
き
集
め
て
練
習
時
間
を
確
保
し
て
き

ま
し
た
。

　

決
勝
大
会
の
結
果
は
残
念
な
が
ら
入

賞
な
ら
ず
。
様
々
な
課
題
が
浮
き
彫
り

に
な
り
、我
々
は
何
を
な
す
べ
き
か
今
後

の
方
向
性
が
は
っ
き
り
見
え
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
陰
に
陽
に
ご
支
援
い
た
だ
い
た

方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、今

後
も
変
わ
ら
ず
皆
様
か
ら
「
愛
さ
れ
る

チ
ー
ム
」
を
目
指
し
て
精
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

最
後
に
、こ
れ
ま
で
死
に
物
狂
い
で
努

力
を
重
ね
て
き
た
ダ
ン
ス
部
員
に
対
し
、

皆
様
か
ら
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
か
け
て
い

た
だ
け
れ
ば
、望
外
の
幸
せ
で
す
。
今
後

と
も
ダ
ン
ス
部
の
活
動
を
温
か
く
見
守
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

ダ
ン
ス
部
顧
問　

古
山 

智
之

　

10
月
19
日
に
行
わ
れ
た
群
馬
県
新
人

大
会
に
お
い
て
、男
子
団
体
優
勝
、男
子

個
人
２
位
と
な
り
12
月
23
日
か
ら
25
日

に
静
岡
県
で
行
わ
れ
た
第
44
回
全
国
高

等
学
校
弓
道
選
抜
大
会
に
出
場
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
本
校
と
し
て
は
28

年
ぶ
り
２
回
目
の
男
子
団
体
で
の
本
戦

出
場
に
な
り
ま
し
た
。
本
戦
で
の
結
果

は
、予
選
を
通
過
し
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１
回

戦
で
岡
山
県
の
興
陽
高
校
に
惜
敗
し
ま

し
た
。
１
か
月
前
に
行
わ
れ
た
関
東
高

校
弓
道
選
抜
大
会
で
育
英
初
と
な
る
男

子
団
体
入
賞
を
果
た
し
、そ
の
勢
い
で
全

国
選
抜
大
会
に
挑
め
た
こ
と
も
予
選
を

通
過
で
き
た
原
動
力
と
な
っ
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。
選
手
が
こ
こ
ま
で
成
長
で
き
た

の
は
、ご
家
族
の
全
面
的
な
協
力
を
は
じ

め
、本
校
弓
道
部
ス
タ
ッフ
の
金
子
先
生
・

齋
藤
先
生
、弓
道
専
門
部
の
先
生
方
、多

く
の
仲
間
や
後
輩
な
ど
選
手
た
ち
が
携

わ
っ
て
い
た
す
べ
て
の
方
の
お
か
げ
だ
と
思

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

弓
道
部
顧
問　

真
下 

智
紀

ダ
ン
ス
部

Ｊ
Ｃ
Ｄ
Ａ
全
日
本
チ
ア
ダ
ン
ス

 

選
手
権
決
勝
大
会

Ｊ
Ｃ
Ｄ
Ａ
全
日
本
チ
ア
ダ
ン
ス

 

選
手
権
決
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大
会

弓
道
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第
44
回
全
国
高
等
学
校

 

弓
道
選
抜
大
会
出
場

第
44
回
全
国
高
等
学
校

 

弓
道
選
抜
大
会
出
場

女
子
サ
ッ
カ
ー
部

第
34
回
全
日
本
高
校
女
子    

 

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
出
場

第
34
回
全
日
本
高
校
女
子    

 

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
出
場

男
子
サ
ッ
カ
ー
部

第
１
０
４
回
全
国

高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
出
場

第
１
０
４
回
全
国

高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
出
場



　

11
月
11
日
（
火
）よ
り
３
泊
４
日
の
日

程
で
、第
二
学
年
普
通
科
特
進
・
総
合
・

保
育
コ
ー
ス
２
９
０
名
の
修
学
旅
行
が
実

施
さ
れ
、九
州
方
面
へ
訪
問
を
し
て
き
ま

し
た
。
初
日
の
鹿
児
島
で
小
雨
は
あ
り

ま
し
た
が
、そ
れ
以
降
は
天
候
に
恵
ま

れ
、全
日
程
を
予
定
通
り
実
施
で
き
た

こ
と
を
ま
ず
は
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
た
実
施
に
際
し
て
は
、同
意

書
の
提
出
や
ア
レ
ル
ギ
ー
調
査
の
入
力
、

生
徒
の
送
迎
な
ど
、保
護
者
の
皆
様
の
ご

協
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

１
〜
10
組
は
鹿
児
島
に
あ
る
知
覧

特
攻
平
和
会
館
に
て
、平
和
講
和
の
受

講
が
あ
り
ま
し
た
。
戦
争
体
験
者
の

母
親
を
持
つ
職
員
の
講
話
で
は
、家
族

や
恋
人
な
ど
大
切
な
人
を
置
い
て
国
の

た
め
に
飛
び
立
っ
て
いっ
た
特
攻
隊
員
の

話
に
涙
す
る
生
徒
も
見
受
け
ら
れ
、戦

争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
大
切
さ
を
、改

め
て
感
じ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
長

崎
で
は
平
和
公
園
で
の
散
策
も
行
い
、

地
域
の
歴
史
や
、祈
念
像
が
あ
の
姿
勢

を
と
っ
て
い
る
理
由
な
ど
、ガ
イ
ド
さ
ん

に
よ
る
説
明
も
聞
い
て
き
ま
し
た
。

　

熊
本
で
は
地
震
の
被
害
か
ら
復
興
を

遂
げ
つ
つ
あ
る
熊
本
城
の
見
学
、長
崎
で

は
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
内
で
の
自
由
散
策
と
、

友
達
と
一
緒
に
経
験
し
て
き
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
に
よ
っ
て
は
動
物
園
や
水
族
館
の

見
学
、柳
川
下
り
体
験
な
ど
も
行
程
に

取
り
入
れ
、バ
ス
ご
と
乗
る
フ
ェ
リ
ー
に

感
動
し
た
り
、カ
モ
メ
に
餌
や
り
を
し
た

り
と
、移
動
中
で
も
楽
し
む
こ
と
が
で

き
た
生
徒
も
い
た
よ
う
で
す
。

　

そ
の
他
湯
呑
み
の
絵
付
け
体
験
を
し

た
ク
ラ
ス
も
あ
り
、保
育
コ
ー
ス
は
カ
ス

テ
ラ
作
り
に
も
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
長
崎
市
内
の
班
別
行
動
で
は
、グ

ラ
バ
ー
園
や
新
地
中
華
街
、ま
た
江
戸

時
代
に
海
外
へ
開
か
れ
て
い
た
出
島
な

ど
を
巡
り
、短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、長
崎
の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
る

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ス
別
の
行
動
も
多
か
っ
た
修
学

旅
行
で
し
た
が
、最
終
日
に
は
全
ク
ラ
ス

で
太
宰
府
天
満
宮
へ
参
拝
し
て
き
ま
し

た
。
３
年
生
へ
の
進
級
も
視
野
に
入
り

始
め
、い
よ
い
よ
本
格
化
す
る
受
験
に
向

け
て
、決
意
を
新
た
に
し
た
生
徒
も
多

か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

２
月
10
日
（
火
）か
ら
は
、同
じ
く
３

泊
４
日
の
日
程
で
、ス
ポ
ー
ツ
科
学
コ
ー

ス
１
３
０
名
を
対
象
と
し
た
修
学
旅
行

が
実
施
予
定
で
す
。
今
回
の
旅
行
で
の

経
験
を
活
か
し
、無
事
全
行
程
が
実
施

で
き
る
よ
う
、学
年
と
し
て
準
備
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
二
学
年
修
学
旅
行

 

（
Ⅰ
期
）報
告

学
年
主
任　

柿
沼 

晴
吾

　

今
年
度
の
定
期
演
奏
会
は
、昌

賢
学
園
ま
え
ば
し
大
ホ
ー
ル
に
て

満
席
の
お
客
様
を
お
迎
え
し
、開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

年
度
の
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

課
題
曲
か
ら
始
ま
り
、オ
リ
ジ
ナ
ル

演
出
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、ダ
ン
ス
部

の
皆
さ
ん
の
出
演
も
あ
り
、拍
手
が

自
然
と
起
こ
り
、会
場
全
体
が
一

体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
定
期
演
奏
会
を
も
っ
て
私

た
ち
第
61
期
生（
３
年
生
）19
名
は

引
退
と
な
り
ま
し
た
。
２
年
半
の

活
動
を
通
し
て
、努
力
を
続
け
る

こ
と
の
大
切
さ
や
、仲
間
と
支
え
合

い
な
が
ら
１
つ
の
音
楽
を
作
り
上
げ

る
喜
び
を
学
び
ま
し
た
。
顧
問
の

先
生
方
を
は
じ
め
音
楽
監
督
の
山

本
先
生
、家
族
、仲
間
、そ
し
て
応

援
し
て
く
れ
た
す
べ
て
の
方
々
へ
の

感
謝
を
胸
に
、最
後
ま
で
私
た
ち

ら
し
い
音
楽
を
お
届
け
で
き
た
と

思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、定
期
演

奏
会
に
ご
来
場
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
前
橋
育
英
高
校
吹
奏
楽
部

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

吹
奏
楽
部
元
部
長　

田
島 

海
雪

吹奏楽部 第52回 定期演奏会を終えて第52回 定期演奏会を終えて


